
仙北市議会だより 2

主
な
補
正
予
算
の
内
訳

一
般
財
源

●
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
費　

１
２
９
万
4
千
円

　
　

山
梨
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で

人
工
孵
化
し
た
ク
ニ
マ
ス
の
稚
魚

を
、
田
沢
湖
ハ
ー
ト
ハ
ー
ブ
で
3

月
10
日
か
ら
24
日
ま
で
生
態
展
示

す
る
諸
経
費
。

●
保
育
園
入
所
待
機
児
童
等
支
援

事
業
費
補
助
金１

０
３
万
4
千
円

　

認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
し
た

場
合
の
保
護
者
負
担
差
額
分
の
補

填
。

●
塵
芥
処
理
費１

０
７
８
万
3
千
円

　

田
沢
湖
最
終
処
分
場
の
水
処
理

計
測
計
器
他
交
換
一
式

●
危
険
空
き
家
対
策
費

　

２
１
９
万
円

　

条
例
制
定
ま
で
の
暫
定
的
な
危

険
家
屋
解
体
補
助
金
。

国
、
県
支
出
金

●
戸
別
所
得
補
償
経
営
安
定
推
進

事
業
費
補
助
金

１
７
６
５
万
6
千
円

　

農
地
集
約
協
力
金(

経
営
転
換)

●
大
規
模
肥
育
牛
団
地
整
備
事
業

費
補
助
金　
　

１
０
２
０
万
円

　

中
川
地
区
、
上
萩
ノ
台
に
建
設

予
定
の
牛
団
地
へ
の
補
助
金

　

県
支
出
金
６
８
０
万
円
、
一
般

財
源
３
４
０
万
円

●
現
年
補
助
災
害
復
旧
事
業
費　

６
７
０
万
円

　

7
月
15
日
～
16
日
に
か
け
て
の

暴
風
に
よ
る
農
業
施
設
の
災
害
復

旧
事
業　

国
、
県
支
出
金

　
　
　
　
　
　

３
９
５
万
6
千
円

市　
　

債　
　

１
９
０
万
円

一
般
財
源　
　

84
万
4
千
円

◎
本
定
例
会
に
お
い
て
予
算
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
平
成
24
年
度
仙
北
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）
1

件
で
あ
る
。

　
　

議
案
質
疑
の
後
、
予
算
常
任

委
員
会
の
審
査
は
、
会
議
規
則

第
95
条
の
規
定
に
よ
り
、
総
務

文
教
、
市
民
福
祉
、
産
業
建
設

の
各
常
任
委
員
会
の
分
科
会
と

し
て
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所

管
に
対
す
る
款
、
項
ご
と
に
分

担
し
て
審
査
を
行
っ
た
。

○
総
務
文
教
、
市
民
福
祉
、
産
業

建
設
の
各
常
任
委
員
会
、
委
員

長
よ
り
分
科
会
の
審
査
の
経
緯

と
結
果
の
報
告
を
受
け
、
そ
の

後
、
会
派
質
疑
を
行
い
討
論
、

採
決
を
行
っ
た
。

○
議
案
第
１
１
４
号
、
平
成
24
年

度
仙
北
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
6
号
）
に
対
す
る
修
正
案

の
提
出
。

　

本
議
案
の
審
査
過
程
で
2
名
の

委
員
よ
り
大
規
模
肥
育
牛
団
地
整

備
事
業
費
補
助
金
を
減
額
す
る
修

正
案
が
提
出
さ
れ
原
案
と
併
せ
て

審
査
を
行
っ
た
。

提
出
理
由

　
「
現
時
点
で
、
事
業
の
実

施
予
定
と
さ
れ
て
い
る
地

域
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

て
い
な
い
」
と
し
一
般
財

源
の
３
４
０
万
円
を
予
備

費
へ
組
替
え
、
さ
ら
に
県

補
助
金
の
６
８
０
万
円
を

削
除
す
る
も
の
で
、
結
果

と
し
て
、
今
回
の
補
正
予

算
案
の
総
額
か
ら
６
８
０

万
円
を
減
額
す
る
修
正
案

で
あ
る
。

反
対
討
論

　

所
管
の
分
科
会
委
員
長

よ
り
、
地
域
住
民
の
理
解

得
ず
し
て
予
算
執
行
す
べ

12月定例議会補正予算額　3千3百9万6千円
一般会計補正後予算額　191億6千7百26万9千円へ

第5回 仙北市議会12月定例会 平 成 2 4 年 1 2 月 3 日
最 終 日 ： 1 2 月 2 5 日

予
算
常
任
委
員
会

き
で
な
い
と
の
意
見
が
付
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
本
事
業
は
、
6
次

産
業
化
推
進
の
礎
と
な
り
、
ひ
い

て
は
畜
産
振
興
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
。

　

仙
北
市
が
そ
の
中
心
と
な
り
県

内
畜
産
農
家
及
び
、
稲
作
農
家

へ
の
波
及
効
果
も
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
当
該
事
業
を
削
除
す
る
修

正
案
に
は
反
対
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　

事
業
自
体
は
、
地
域
農
業
に
大

き
く
貢
献
し
特
に
畜
産
振
興
に
寄

与
す
る
も
の
と
期
待
す
る
。
し
か

し
地
域
住
民
が
置
き
去
り
に
さ
れ予算委員会審査風景



3

議
案
第
92
号　

平
成
23
年
度
仙
北
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て　
　

各
分
科
会
の
意
見
・
要
望
要
約

１
、
市
の
や
る
べ
き
事
と
運
営
体

が
担
う
事
業
と
の
す
み
分
け
の

明
確
化
、
二
重
行
政
と
受
け
取

ら
れ
る
事
の
無
い
よ
う
、
又
、

補
助
金
の
交
付
で
、
地
域
内
の

「
助
け
合
い
の
精
神
」
を
後
退

さ
せ
る
事
の
無
い
よ
う
、
充
分

な
事
業
の
精
査
を
行
う
事

２
、
一
時
保
育
が
均
等
に
利
用
可

能
な
保
育
士
の
配
置
を
検
討

し
、
保
育
需
要
に
対
応
す
る
事

３
、
墓
地
管
理
手
数
料
の
慢
性
的

な
収
入
未
済
を
打
開
す
る
為

に
、
継
承
者
不
明
の
場
合
は
，

菩
提
寺
と
相
談
し
な
が
ら
、
条

例
に
基
づ
き
、
墓
地
を
さ
ら
地

に
で
き
る
事
も
検
討
す
る
事

４
、
高
齢
者
の
方
々
が
元
気
に
、

働
け
る
よ
う
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
同
セ
ン

タ
ー
へ
の
補
助
制
度
と
事
業
の

充
実
に
努
め
る
事

５
、
総
合
産
業
研
究
所
が
商
標
登

録
し
た
商
品
の
具
体
的
活
用
方

法
を
検
討
し
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
る
よ
う
努
め
る
事

６
、
市
道
の
維
持
管
理
に
お
い
て

道
路
脇
の
除
草
等
の
軽
作
業
等

は
、市
民
の
協
力
を
仰
ぐ
な
ど
、

対
応
策
を
検
討
す
る
事

７
、
毎
年
災
害
復
旧
を
強
い
ら
れ

る
桧
木
内
川
河
川
公
園
の
抜
本

的
な
対
策
を
図
る
事

決
算
常
任
委
員
会
報
告

凡例 : 賛→賛成、反→反対　　議決結果・議員評決（議長除く）

議案番号

会派及び氏名等

件　　　　名

議決
月日 議決結果

民　政　会　議 翠
すい

　 巒
らん

 　会 侍 志 の 会 仁政
クラブ

日本
共産党

会派に
属さない議員

伊
藤
邦
彦

阿
部
則
比
古

狐
崎
捷
琅

門
脇
民
夫

小
林
幸
悦

藤
原
助
一

田
口
喜
義

荒
木
田
俊
一

小
田
嶋
忠

八
柳
良
太
郎

青
柳
宗
五
郎

佐
藤
直
樹

黒
沢
龍
己

髙
久
昭
二

平
岡
裕
子

髙
橋
　
　
豪

熊
谷
一
夫

田
口
寿
宜

安
藤
　
　
武

稲
田
　
　
修

議案第 92 号
平成 23 年度 仙北市一般
会計歳入歳出決算認定に
ついて

12.3 原案認定 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 欠 反 賛 賛

議案第 114 号 平成 24 年度仙北市一般
会計補正予算（第 6 号） 12.25 原案可決 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 反 反 反 賛 賛 賛 賛

議員提出
議案第 16 号 意見書の提出について（「ゆきとどいた教育」の前進をもとめる意見書） 原案可決 全会一致

議員提出
議案第 17 号 意見書の提出について（地域経済と雇用対策強化のため地方財政の充実・強化を求める意見書） 原案可決 全会一致

請願第 3 号 県道広久内角館停車場線菅沢踏切付近における道路改良について 採択 全会一致

請願第 4 号 伝建群保存地区における保存整備計画の早期実現を求める請願書 採択 全会一致

平成24年 第5回 仙北市議会定例会（招集日：12/3　最終日：12/25）　

　

表
紙
写
真
は
北
浦
環
境
セ
ン

タ
ー
焼
却
炉
最
上
部
。
平
成
10
年

に
角
館
町
外
三
か
町
村
公
衆
衛
生

施
設
組
合
の
事
業
と
し
て
、
お
よ

そ
42
億
円
を
投
じ
て
竣
工
し
た
。

　

現
在
は
仙
北
市
の
ご
み
処
理
施

設
。
処
理
能
力
は
51
㌧
／
日
、
粗

大
ゴ
ミ
14
㌧
／
日
。

（
阿
部
則
比
古 

記
）

表
紙
の
説
明

て
い
る
。
あ
る
程
度
の
合
意
形
成

が
な
さ
れ
て
か
ら
、
予
算
を
措
置

す
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
地
元

の
意
向
が
判
断
出
来
な
い
段
階
で

の
修
正
予
算
案
に
は
賛
成
で
あ

る
。

採　

決

　

以
上
の
討
論
の
後
、
採
決
の
結

果
、
修
正
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成

少
数
に
よ
り
否
と
決
定
し
た
。

　

原
案
で
あ
る
議
案
第
１
１
４

号
、
平
成
24
年
度
、
仙
北
市
一
般

会
計
補
正
予
算
第
6
号
に
つ
い
て

は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
を
可

と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

※
本
議
案
、
歳
出
6
款
1
項
4
目

畜
産
振
興
費
、
大
規
模
肉
用
牛
肥

育
団
地
整
備
事
業
費
補
助
金
１
０

２
０
万
円
に
対
し
産
業
建
設
常
任

委
員
会
よ
り
意
見
が
付
さ
れ
た
。

（
伊
藤
邦
彦 

記
）

●
反
対
討
論
（
不
認
定
理
由
）

１
、
地
域
運
営
体
の
活
動
事
業
へ

の
交
付
金
に
つ
い
て
本
来
、
市

で
行
う
べ
き
事
業
と
の
す
み
分

け
が
不
明
瞭
で
あ
る
。

２
、
急
激
な
高
齢
化
の
進
展
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
お
年
寄
り
が
、

生
き
が
い
を
見
出
せ
る
施
策
が

不
十
分
で
あ
る
。

３
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
管
理

に
お
い
て
、
瑕
疵
担
保
期
間
が

終
了
し
た
後
の
ト
ラ
ブ
ル
等
に

対
応
す
る
為
の
納
入
業
者
と
の

経
費
に
つ
い
て
覚
書
が
交
わ
さ

れ
て
い
な
い
事
の
理
由
で
反
対

で
あ
る
。　
　
　
　

◎
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定

（
熊
谷
一
夫 

記
）

　
　
　


